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大学でどう学ぶか
－８０人の大学生の語りから導いた ４年間を無駄にしない成長の条件－

濱中淳子先生（早稲田大学教育・総合科学学術院・教授）

（新著の紹介）



（ご紹介）

濱中淳子
はまなか じゅんこ

早稲田大学教育・総合科学学術院・教授

東京大学大学院教育学研究科総合教育科学専攻博士課
程修了。博士(教育学)。リクルートワークス研究所、
大学入試センター研究開発部、東京大学高大接続研究
開発センター教授等を経て、2019年4月より現職。

単著に『検証・学歴の効用』(勁草書房，2013年)
『「超」進学校 開成・灘の卒業生』（ちくま新書，
2016年）、共著に『教育劣位社会』（岩波書店，
2016年）、編著に『大学入試改革は高校生の学習行
動を変えるか』（ミネルヴァ書房，2019年）など
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濱中淳子 (2025). 大学でどう学ぶか ちくまプリマー新書

プロローグ
大学教員は「大学での学び」をどう語ってきたか 他

第１章 ６人の物語——それぞれの４年間
第５章 学（校）歴の効果をどう読むか

学（校）歴の効果／学び習慣仮説の紹介／学業での成功体験と
フットワーク 他

エピローグ
キーガン著『なぜ人と組織は変われないのか』の議論／「適度
な葛藤」と２つの条件／学びを「強制」できない日本の大学／
学生の主体性に依存／「大学でどう学ぶか」は与件ではない



それではご覧ください



『⼤学でどう学ぶか』

早稲⽥⼤学
濱中 淳⼦



筑摩書房より2025.2出版

科学研究費補助⾦ 基盤B 2020-2023
現代⽇本における「⼤学⽣の学習⾏
動」に関する総合的研究

の成果として

同じ科研費の成果として、2024.12に勁
草書房から出版した『〈学ぶ学⽣〉の
実像―⼤学教育の条件は何か』がある。



ポイント４点

【アプローチ】
⼤学教員（研究者）⽬線からみえている景⾊を提⽰するのではなく、実在
する学⽣の成⻑物語を⼿がかりに、学びと成⻑の関連性を描く。

【データ】
量的調査ではなく、質的調査。80名を超える学⽣へのインタビュー調査か
ら、エリート私⼤に通う社会科学系6名の語りをメインに使⽤。

【枠組み】
ロバート・キーガンの構造発達理論を活⽤しながら分析。

【⽬標】
想定読者＝⾼校⽣や⼤学新⼊⽣→シンプルでありながら本質を外していな
い、そして適宜学術的な理論や概念を⽤いながら明快なストーリーを提⽰
する。
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教員と学⽣との距離

⼤学で学ぶ価値とは、すでにあ
る知を⾝につけることではなく、
これまで誰もみたことのない知
を⽣み出すための知を⾝に付け
ることだと、わたしは確信して
います。

上野千鶴⼦先⽣
2019年東京⼤学学部⼊学式式辞より

• 興味のあることを学べる
• 広くて深い、世界の多様さに触れる
• やる気との戦い
• ディスカッションが増える
• 抽象的な内容を扱う
• ⾃分の意⾒を表現することが求められる

教員＝研究のイメージ 学⽣＝勉強のイメージ
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調査の概要 ※社会科学系

対象者数調査期間所在地機関タイプ

18名2021-2022年度関⻄ノンエリート⼤学N⼤学

8名2022年度関⻄
中堅⼤学

M1⼤学

8名2022年度関⻄M２⼤学

34名2020-2022年度関東エリート⼤学E⼤学

18名2021-2022年度関東放送⼤学

→E⼤学の学⽣６名のストーリをメインに描写・分析





ポイント４点

【アプローチ】
⼤学教員（研究者）⽬線からみえている景⾊を提⽰するのではなく、実在
する学⽣の成⻑物語を⼿がかりに、学びと成⻑の関連性を描く。

【データ】
量的調査ではなく、質的調査。80名を超える学⽣へのインタビュー調査か
ら、エリート私⼤に通う社会科学系6名の語りをメインに使⽤。

【枠組み】
ロバート・キーガンの構造発達理論を活⽤しながら分析。

【⽬標】
想定読者＝⾼校⽣や⼤学新⼊⽣→シンプルでありながら本質を外していな
い、そして適宜学術的な理論や概念を⽤いながら明快なストーリーを提⽰
する。







河井亨2014「⼤学⽣の成⻑理論の検討―Student Development in Collegeを中
⼼に」『京都⼤学⾼等教育研究』pp.49-61。



自分軸 他人軸

発達段階１ 衝動的な自己（幼児期）

発達段階０ 未分化な自己（乳幼児期）

発達段階２ 尊大な自己

発達段階３ 対人関係的な自己

発達段階４ システム的な自己

発達段階５ 個人間相互的な自己

●〇 ⾃⼰と客体の均衡 〇●

発達段階３
他者の欲求や視点を⾃⼰のなかに取り
⼊れ、⾃⼰の視点もその現実のなかで
思考されるように。ただ、他者のこと
がみえはじめたばかりであり、対⼈関
係に従属してしまう傾向も。

発達段階４
他者とさまざまなことを共有しながら
も⾃⼰を維持できるようになっている
ため、周囲に配慮しながら⾃律的に意
思決定ができるように。

発達段階５
他⼈の価値観を取り⼊れ、相互発展を
⽬指すように。⾃⼰と他者の感情や視
点の違いは、不安や不和の原因ではな
く、受け⼊れられるものに。

発達段階２
基本的に⾃分の欲求、関⼼、願望を⼤事
にしている段階。他者の感情や思考まで
推し測ることはできず、他者の存在は⾃
分の欲求、関⼼、願望を満たすため。
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自分軸 他人軸

発達段階１ 衝動的な自己（幼児期）

発達段階０ 未分化な自己（乳幼児期）

発達段階２ 尊大な自己

発達段階３ 対人関係的な自己

発達段階４ システム的な自己
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マオ・ヤスシ

ワカバ・メイ

カズヨシ

リョウヘイ



２つの成⻑条件

アウェイの世界に⾶び込む

教員を活⽤する ※「研究」と「成⻑」の関係

その他…
①学（校）歴の効果をどう読むか
②キーガン著『なぜ⼈と組織は変われないのか』の議論との関係をどうみるか
③「⼤学でどう学ぶか」は所与ではない

などについても議論

関連する学術理論の紹介

どういう場⾯、どういう⼈に読んでもらいたいか
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